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「女性と男性がともに暮らしやすい豊中市をつくるためのアンケート」結果報告書 

豊中市では、男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によっ

て社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もっ

て男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受するこ

とができ、かつ、共に責任を担う社会をめざして、「第２次豊中市男

女共同参画計画」を策定し、男女共同参画推進のための取組みを行っ

ています。この調査は、今後の男女共同参画に関する施策を推進する

うえでの基礎資料とすることを目的として実施しました。 

調査調査調査調査のののの概要概要概要概要    

●●●●調査対象調査対象調査対象調査対象    

豊中市内に居住する満20歳以上の男女4,000人 

●●●●調査方法調査方法調査方法調査方法    

郵送による配布および回収(督促はがき1回配布) 

●●●●調査期間調査期間調査期間調査期間    

平成27年(2015年)９月18日から10月２日まで 

●●●●有効回収数有効回収数有効回収数有効回収数    

1,851人（有効回収率 46.3％） 

 

回答回答回答回答いただいたいただいたいただいたいただいた方々方々方々方々のプロフィールのプロフィールのプロフィールのプロフィール    

性 別 

回答者は、女性が50％以上を占め、男女とも50歳代以上

の割合が高くなっています。就業状況をみると、男女とも

「雇用者」が最も多く、女性は約４割、男性では半数を占

めています。 
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(n=780) 
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【概要版の見方】 ・調査結果の数値は％で、回答者数はｎで示しています。 

 ・数値は小数点第２位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。 

 ・複数回答の場合は、合計が100％を超える場合があります。 

平成平成平成平成28282828年年年年(2016(2016(2016(2016年年年年))))３月３月３月３月    

豊豊豊豊    中中中中    市市市市    

概要版 
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日常生活や社会全般についての考え方 

 

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」

を合わせた『肯定派』の割合では、「結婚しても

必ずしも子どもをもつ必要はない」「結婚は個人

の自由であるから、結婚してもしなくてもどちら

でもよい」は、女性の割合が男性に比べ10ポイン

ト以上高くなっています。 

「自分の子どもには、男女にかかわりなく同程

度の教育・学歴を身につけさせたい」は男女とも

９割前後を占める反面、「子どもが３歳くらいま

では母親のもとで育てる方がよい」は女性の割合

が高く、「男の子は男らしく、女の子は女らしく

育てる方がよい」は男性の割合が高くなっていま

す。子どもの教育に関しては男女とも共通の考え

方を持っている反面、子育て過程においては、男

女とも伝統的な考えが根強い面もみられます。 

男性の場合では、「妻や子どもを養うのは、男

性の責任である」や「結婚したら、妻が夫の姓を

名乗るのは当然だ」の各割合も女性に比べ10ポイ

ント以上高く、伝統的な家族観が女性よりも強い

傾向がうかがえます。 

 

Ｑ．Ｑ．Ｑ．Ｑ．あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、次次次次のののの項目項目項目項目についてどのようにについてどのようにについてどのようにについてどのように思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。    
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妻や子どもを養うのは、男性

の責任である

結婚したら、妻が夫の姓を

名乗るのは当然だ

男の子は男らしく、女の子は

女らしく育てる方がよい

自分の子どもには、男女に

かかわりなく同程度の教育・

学歴を身につけさせたい

子どもが３歳くらいまでは

母親のもとで育てる方がよい

育児・介護休業は、男性より

女性がとった方がよい

結婚しても必ずしも子どもを

もつ必要はない

結婚は個人の自由であるから、

結婚してもしなくてもどちら

でもよい

 

「男女共同参画社会とは」 

～豊中市男女共同参画推進条例前文より抜粋～ 

 

すべての人の人権が尊重され、自らの意思で生き

方を選択し、男女が性別にかかわりなく、その個

性と能力を十分に発揮し、職域、学校、地域、家

庭その他の社会のあらゆる分野における活動に

対等に参画することができる男女平等を前提と

する社会 

女 性 男 性 

(n=1,064) (n=780) 
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採用・募集

仕事の内容、仕事の分担

昇給や賃金水準

昇進・昇格、管理職への登用

研修の機会や内容

働き続けやすい雰囲気

育児・介護休暇のとりやすさ

各分野での男女平等感/雇用の場における男女平等感 

 

各分野で男女が「平等になっている」と思う割

合は、「学校教育の場（児童・生徒の立場から）」

が男女ともに最も多くなっています。「社会通

念・慣習・しきたりで」「社会全体で」「政治の場

で」「職場で」では、男女とも『男性優遇』の割

合が高いです。「家庭生活で」や「法律や制度で」

「自治会やＮＰＯなどの地域活動・社会活動の場

で」では、女性の『男性優遇』の割合が高いです。 

すべての項目で「平等になっている」は、男性

よりも女性の回答が低いです。 

収入を得る仕事をしている人に雇用の場にお

ける男女平等感についてたずねたところ、『男性

優遇』は、男女とも「昇給や賃金水準」と「昇進・

昇格、管理職への登用」で割合が高く、それぞれ

４割台と５割台となっています。 

「平等になっている」は、「研修の機会や内容」

と「働き続けやすい雰囲気」で、男女とも４～５

割台で最も多くなっています。 

『女性優遇』は、男女とも「育児・介護休暇の

とりやすさ」が５割前後で最も高く、女性より男

性のほうがやや高い割合となっています。 

雇用の場における男女平等感の回答からは、男

性が育児・介護に関する制度を利用することが困

難であるという認識がうかがえます。 

 

※『『『『男性優遇男性優遇男性優遇男性優遇』』』』：「男性の方が優遇されている」と「どちらかとい

えば男性の方が優遇されている」を合計した割合 

※『『『『女性優遇女性優遇女性優遇女性優遇』』』』：「女性の方が優遇されている」と「どちらかとい

えば女性の方が優遇されている」を合計した割合 

Ｑ．Ｑ．Ｑ．Ｑ．あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、一般的一般的一般的一般的にににに、、、、次次次次のののの各分野各分野各分野各分野でででで男女男女男女男女はははは平等平等平等平等になっているとになっているとになっているとになっていると思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．Ｑ．Ｑ．Ｑ．あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、雇用雇用雇用雇用のののの場場場場はははは次次次次のののの項目項目項目項目についてについてについてについて男女男女男女男女はははは平等平等平等平等になっているとになっているとになっているとになっていると思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。    
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希望する暮らし方／現実の生活 

 

希望する暮らし方では、女性では「家庭生活を

優先したい」「仕事と家庭生活をともに優先した

い」「家庭生活と地域・個人の生活をともに優先

したい」の順で多くなっています。男性では「仕

事と家庭生活をともに優先したい」「家庭生活を

優先したい」「仕事と家庭生活と地域・個人の生

活をともに優先したい」の順で多くなっています。 

「現実の生活」は、女性では「家庭生活を優先

している」が最も多く、次いで「仕事を優先して

いる」「仕事と家庭生活をともに優先している」

の順で多くなっています。男性では「仕事を優先

している」「家庭生活を優先している」「仕事と家

庭生活をともに優先している」の順で多くなって

います。 

女性の場合は仕事と家庭生活の両立を望んで

も現実には「仕事」または「家庭生活」のいずれ

かを優先せざるを得ない人が多く、男性は仕事優

先を望んでいないにもかかわらず「仕事」を優先

せざるを得ない人が多くなっています。 

 

Ｑ．Ｑ．Ｑ．Ｑ．あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、希望希望希望希望としてはとしてはとしてはとしては、、、、どのようなどのようなどのようなどのような暮暮暮暮らしらしらしらし方方方方をしたいとをしたいとをしたいとをしたいと思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。    
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他

 

無

回

答

 

 

現 実 

※この調査での「地域・個人の生活」とは、地域活動、学習・趣味・付き合い等のことをいう。 



 
 

5555    

家庭での分担（理想と現実） 

 

男女とも「生活費を得る」は、「主に夫・

パートナー（男性）」が多いです。「家計の管理」

「日常の家事（食事のしたく、掃除、洗濯）」で

は、男女とも「主に妻・パートナー（女性）」が

多く、男性にその割合が高いです。「育児」では、

女性は「夫婦・カップルで同じくらい」が多く、

男性は「主に妻・パートナー（女性）」が多いで

す。「高齢者、病人の介護・看護」では、男女と

も「夫婦・カップルで同じくらい」が多いです。 

男女とも「生活費を得る」は「主に夫・

パートナー（男性）」が、「家計の管理」「日常の

家事（食事のしたく、掃除、洗濯）」「育児」は、

「主に妻・パートナー（女性）」が多く、理想よ

りも現実でその割合は高いです。「高齢者、病人

の介護・看護」では、「該当しない」を除くと女

性は「主に妻・パートナー（女性）」が多く、男

性は「夫婦・カップルで同じくらい」が多いです。 

「夫婦・カップルで同じくらい」と回答した男

女の理想と現実を比べると、男女ともすべての項

目で理想より現実の割合が低くなっています。日

常の家事（食事のしたく、掃除、洗濯）、育児や

介護などでは理想と現実の差が大きく、その差は

男性より女性に大きい傾向があります。このこと

から、女性の方が夫婦でより平等な分担を理想と

考える一方で、現実を厳しく見ている様子がうか

がえます。 

 

Ｑ．Ｑ．Ｑ．Ｑ．家庭家庭家庭家庭でのでのでのでの分担分担分担分担についてについてについてについて、、、、あなたはどのようにするのがあなたはどのようにするのがあなたはどのようにするのがあなたはどのようにするのが望望望望ましいとましいとましいとましいと思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。またまたまたまた実際実際実際実際

にあなたのにあなたのにあなたのにあなたの家庭家庭家庭家庭ではではではでは、、、、どのようにどのようにどのようにどのように分担分担分担分担していますかしていますかしていますかしていますか。。。。    
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6666    

配偶者等からの暴力(ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ・ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ DV)に対する認識 

 

ＤＶに対する認識について、女性では、「何を

言っても長期間無視される」以外の項目は「どん

な場合でも暴力にあたると思う」が５割以上を占

めています。男性では、「何を言っても長期間無

視される」や「大声でどなられる」「実家の親・

きょうだい、友人との付き合いをいやがられたり、

禁止される」以外の項目では「どんな場合でも暴

力にあたると思う」が最も多くなっています。 

また、「どんな場合でも暴力にあたると思う」

の割合は、すべての項目で女性の方が高くなって

います。男女差が大きい項目は順に「実家の親・

きょうだい、友人との付き合いをいやがられたり、

禁止される」「大声でどなられる」「あなたの交友

関係や電話、メールを細かく監視されたり、外出

を制限される」「だれのおかげで、お前は食べら

れるんだ、かいしょうなしなどと言われる」「避

妊に協力してくれない」で、中でも社会的暴力で

ある外出の制限や付き合いの禁止などにおいて、

男女間の認識に大きな差が存在します。 

 

 

 

Ｑ．Ｑ．Ｑ．Ｑ．あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、配偶者配偶者配偶者配偶者・パートナー・・パートナー・・パートナー・・パートナー・恋人恋人恋人恋人からからからから次次次次のようなことをされることはのようなことをされることはのようなことをされることはのようなことをされることは暴力暴力暴力暴力にあたるにあたるにあたるにあたる

とととと思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。    
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※調査は 17 項目で実施。主な項目のみ抜粋 



 
 

7777    

女性と男性がともに暮らしやすい社会をつくるために 

 

「女性の活躍が推進されている」状態について

は、男女とも「出産しても、子育て期間中でも仕

事を続ける女性が増えること」が最も多く、次い

で「退職した後、再就職しても、また正社員にな

る可能性が開かれていること」となっています。

いずれも男性より女性の割合が高いです。 

政治･経済･地域などの各分野で女性のリーダー

を増やすときに障害となるものについては、男女

とも「保育・介護の支援などの公的サービスが十

分ではないこと」が最も多く、次いで、「保育・

介護・家事などにおける夫などの家族の支援が十

分ではないこと」「上司・同僚・部下となる男性

や顧客が女性リーダーを希望しないこと」などと

なっています。「現時点では、必要な知識や経験

などを持つ女性が少ないこと」「女性自身がリー

ダーになることを希望しないこと」といった女性

に原因があるとする見方については、男性の割合

の方が高くなっています。 

 

Ｑ．Ｑ．Ｑ．Ｑ．あなたはあなたはあなたはあなたは、「、「、「、「女性女性女性女性のののの活躍活躍活躍活躍がががが推進推進推進推進されているされているされているされている」」」」とはどのようなとはどのようなとはどのようなとはどのような状態状態状態状態だとだとだとだと思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．Ｑ．Ｑ．Ｑ．あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、政治政治政治政治・・・・経済経済経済経済・・・・地域地域地域地域などのなどのなどのなどの各分野各分野各分野各分野でででで女性女性女性女性のリーダーをのリーダーをのリーダーをのリーダーを増増増増やすときにやすときにやすときにやすときに障害障害障害障害となるとなるとなるとなる

ものはものはものはものは何何何何だとだとだとだと思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。    
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女性の勤続年数が長くなること

出産しても、子育て期間中でも仕事を続ける女性が増えること

退職した後、再就職しても、また正社員になる可能性が開かれていること

働く女性の割合が増えること

自ら会社・事業を経営する女性が増えること

女性が従事する職種・職域が増えること

仕事に対する意欲（モチベーション）が高い女性が増えること

管理職や地域の会長などの役職につく女性が増えること

リーダーや会長の選定や昇進を検討する際に男女の性別を意識しなくなること

仕事や家庭、地域活動などに男女の固定的な役割分担がないこと

その他
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上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダーを希望しないこと

長時間労働の改善が十分ではないこと

企業などにおいては、管理職になると広域異動が増えること

保育・介護・家事などにおける夫などの家族の支援が十分ではないこと
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その他

特にない

わからない

(MA%)

女性(n=1,064)

男性(n=780)



 

8888    

女性と男性がともに暮らしやすい社会をつくるために 

 

男女共同参画社会の推進のために市が今後力

を入れていくべきことについては、女性は「子育

てや介護中であっても仕事が続けられるよう支

援する」が最も多く、次いで「高齢者の施設や介

護サービスを充実させる」「子育てや介護等で

いったん仕事を辞めた人の再就職を支援する」

「保育の施設・サービスを充実させる」が続いて

おり、家事・育児・介護といった性別役割分担に

おける女性役割とそれらと仕事との両立につい

ての項目が上位に挙がっています。男性において

も、女性が上位４つに挙げた項目が、若干順位は

異なるものの上位を占めています。 

女性の活躍と男女共同参画推進のためには、子

育て・介護サービスを充実、それらの責任を家族

皆で分かち合うための啓発、再就職支援、男女と

もに仕事と子育て・介護を両立できる労働環境の

整備などが課題であることがうかがえます。 

 

Ｑ．Ｑ．Ｑ．Ｑ．あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、男女共男女共男女共男女共同参画社会同参画社会同参画社会同参画社会をををを推進推進推進推進していくためにしていくためにしていくためにしていくために、、、、市市市市はははは今後今後今後今後どのようなことにどのようなことにどのようなことにどのようなことに力力力力をををを    

入入入入れていくべきだとれていくべきだとれていくべきだとれていくべきだと思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。    
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市の政策・事業に対して、市民の声を聞く場や制度を充実させる

職場において男女の均等な取扱いが図られるよう企業等に働きかける

女性の能力開発や就労支援を充実させる

男性の育児や介護への参加、地域活動などが進むように取組みを充実させる

労働時間短縮や在宅勤務の普及・啓発を行う

子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援する

子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する

保育の施設・サービスを充実させる

高齢者の施設や介護サービスを充実させる

お互いの性を尊重し、男女とも生涯を通じた健康づくりのための支援をする

(MA%)

女性(n=1,064)

男性(n=780)

「女性と男性がともに暮らしやすい豊中市をつくるためのアンケート」 
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